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１．これまでの経緯

⚫ 2024年10月の第3回温対法に基づくガス事業者及び熱供給事業者別排出係数の算出方法等に係る検
討会（以下、係数検討会という。）において、委員より熱供給における廃熱活用の重要性についてご意見を
いただいた。

⚫ これを受け、2025年6月に開催された温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度における算定方法検討
会（以下、算定方法検討会という。）において、廃熱の更なる活用を促すため、廃棄物の焼却に係る廃熱
は販売側は従来どおり排出量を計上し、購入側で排出量を計上しないこととすると整理された。25年7月に
温対法関連法令の改正案をパブリックコメントにかけ、現在改正手続き中。

⚫ なお、算定方法検討会の議論は特定排出者が直接廃熱を活用する際に適用するルールであり、熱供給事
業者が廃熱を購入し、特定排出者に熱供給する際のルールについては係数検討会にて整理が必要。



【参考】 SHK制度の概要

「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度」（SHK制度）は、「地球温暖化対策の推
進に関する法律」（温対法）に基づき、温室効果ガスを一定量以上排出する事業者（特
定排出者）に、自らの排出量の算定と国への報告を義務付け、報告された情報を国が公
表する制度である。
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第3回 温対法に基づくガス事業者及び熱
供給事業者別排出係数の算出方法等に
係る検討会（令和６年１０月）資料４
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【参考】SHK制度における算定方法検討会の議論① 第10回温室効果ガス排出量算定・報
告・公表制度における算定方法検討
会（令和７年６月２日）資料3
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【参考】SHK制度における算定方法検討会の議論② 第10回温室効果ガス排出量算定・報
告・公表制度における算定方法検討
会（令和７年６月２日）資料3
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【参考】SHK制度における算定方法検討会の議論③ 第10回温室効果ガス排出量算定・報
告・公表制度における算定方法検討
会（令和７年６月２日）資料3
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【参考】熱供給事業者別排出係数の算出方法について

• 現行の熱供給事業者別排出係数における基礎排出係数及び調整後排出係数の算出方法は、2024年10月の第3回
係数検討会において整理され、他者から調達した熱に係る二酸化炭素排出量についても、自らが使用した燃料や電気に
係る二酸化炭素排出量と併せて算出することとしている。

基礎
排出係数

販売熱量

＝

燃料の使用に伴う
排出した基礎二酸化

炭素排出量

電気の使用に伴う基礎
二酸化炭素排出量＋ 他者から調達した熱による

基礎二酸化炭素排出量＋ 再エネ熱由来J-クレ
・グリーン熱証書－

基礎二酸化炭素排出量

一次基礎二酸化炭素排出量

＋ 再エネ熱由来J-クレ移転量
・グリーン熱証書移転量

調整後
排出係数

販売熱量

＝

燃料の使用に伴う
排出した調整後二酸化

炭素排出量

電気の使用に伴う調整後
二酸化炭素排出量＋ 他者から調達した熱による

調整後二酸化炭素排出量＋
再エネ熱
由来J-クレ
・グリーン熱
証書

－

調整後二酸化炭素排出量

一次調整後二酸化炭素排出量

＋
再エネ熱由来
J-クレ移転量
・グリーン熱証
書移転量

再エネ熱由来
以外のJ-クレ
・JCMクレジット

－
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【参考】他者から調達した熱に係る基礎二酸化炭素排出量の算出方法について

• 第３回係数検討会では、併せて、「他者から調達した熱に係る基礎二酸化炭素排出量」については、廃熱を利用した場
合、廃熱の調達量熱量に産業用蒸気の排出係数（省令の排出係数）を乗じて、基礎二酸化炭素排出量を算出する
こととしている。

＝

省令の排出係数

調達熱量 × または

調達先の情報に基づく
一次基礎二酸化炭素排出量
を販売熱量で除した値

他者から調達した熱に係る
基礎二酸化炭素排出量

調達先が熱供給事業
者の場合

調達先が熱供給事業
者ではない場合又は
調達先が不明の場合

第3回 温対法に基づくガス事業者及び熱供
給事業者別排出係数の算出方法等に係る検
討会（令和６年１０月）資料４一部修正
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廃棄物の焼却に係る廃熱利用時の熱供給事業者別排出係数への反映方法について

• 2025年6月の算定方法検討会において、廃棄物の焼却に係る廃熱については、販売側は従来どおり排出量を計上し、購入
側では排出量を計上しないこととするとされた。

• 熱供給事業者の係数算出時においても廃熱利用時の取り扱い方法の見直しが必要となるが、熱供給事業者が廃棄物の焼
却に係る廃熱を活用する場合についても、特定排出者の算定と同様、「調達した熱が廃棄物の焼却に係る廃熱の場合、そ
の排出係数をゼロとして算定する。」こととしてはどうか。

熱供給事業者ごとの基礎排出係数及び調整後排出係
数の算出及び公表について（令和７年２月21日）

産業用蒸気 0.0654tCO2/GJ

産業用蒸気 0.0654tCO2/GJ

廃棄物の焼却に
係る廃熱

０

省令の排出係数【現行】

省令の排出係数【変更】※R７実績R８報告分から適用予定

【参考】算定方法検討会で整理された係数 【参考】熱の現行通達
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